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台
湾
で
つ
く
ら
れ
た
劇
映
画
『
セ
デ
ッ
ク・バ
レ
』

が
お
も
し
ろ
い
。
二
部
作
か
ら
な
り
、
入
場
料
も
二

作
品
ぶ
ん
、
上
映
時
間
も
計
四
時
間
半
な
の
で
、
観

る
側
に
も
覚
悟
が
要
る
。
わ
た
し
は
、
連
休
の
ま
る

一
日
を
渋
谷
で
の
映
画
鑑
賞
に
当
て
、
期
待
は
裏
切

ら
れ
な
か
っ
た
。

大
阪
の
長
年
の
友
人
・
景か
げ

山や
ま

理さ
と
し

は
、
か
つ
て
は
写

真
植
字
業
を
営
み
な
が
ら
『
映
画
新
聞
』
を
主
催
し
、

い
ま
は
映
画
館
「
シ
ネ
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
」
の
代
表
を
つ

と
め
て
い
る
。
彼
か
ら
隔
月
で
上
映
プ
ロ
グ
ラ
ム
と

近
況
報
告
が
送
ら
れ
て
く
る
。
そ
の
リ
ポ
ー
ト
に
は
、

し
ば
し
ば
劇
場
経
営
の
厳
し
さ
が
綴
ら
れ
る
。
近
年

で
は
デ
ジ
タ
ル
上
映
の
話
題

が
多
い
。
フ
ィ
ル
ム
に
光
を
当

て
る
映
写
機
か
ら
、
デ
ー
タ
を

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
で
投
影
す

る
方
式
へ
の
急
激
な
変
化
で

あ
る
。
ほ
と
ん
ど
の
新
作
が
デ

ジ
タ
ル
で
供
給
さ
れ
つ
つ
あ

り
、
名
画
座
で
の
再
上
映
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
に
な

ら
ざ
る
を
え
な
い
。
つ
ま
り
、
ふ
た
と
お
り
の
上
映

設
備
が
必
要
に
な
る
わ
け
で
、
各
地
で
の
名
画
座
閉

館
は
デ
ジ
タ
ル
上
映
の
動
き
と
無
関
係
で
は
な
い
。

景
山
レ
ポ
ー
ト
に
め
ず
ら
し
く
勢
い
の
よ
い
文
章

が
載
っ
て
い
る
。「
５
月
は
も
の
凄
い
映
画
か
ら
ス

タ
ー
ト
を
切
っ
て
お
り
ま
す
。
…
…
10
年
に
一
度
の

衝
撃
作
…
…
日
本
で
は
上
映
出
来
な
い
、
そ
ん
な
声

を
他
所
に
、
昨
年
（
２
０
１
２
年
）
の
大
阪
ア
ジ
ア

ン
映
画
祭
で
プ
レ
ミ
ア
上
映
し
た
と
こ
ろ
、
入
り
切

れ
な
い
お
客
様
が
続
出
、
場
内
は
ど
よ
め
き
と
熱
狂
、

熱
い
興
奮
に
包
ま
れ
、「
観
客
賞
」
を
受
賞
し
た
超

話
題
作
…
…
」。
そ
れ
が
『
セ
デ
ッ
ク
・
バ
レ
』（
真

の
人
）
だ
っ
た
。

「
霧む

社し
ゃ

事
件
」
と
聞
く
と
、
で
き
ご
と
の
概
要
を

思
い
だ
す
ひ
と
も
多
い
だ
ろ
う
。
本
作
は
、
日
本
統

治
下
の
台
湾
で
１
９
３
０
年
に
起
き
た
台
湾
原
住
民

族
に
よ
る
叛
乱
、
霧
社
事
件
を
正
面
か
ら
描
く
の
だ

が
、
乾
い
た
標
本
の
よ
う
に
歴
史
を
扱
う
の
で
は
な

く
、
高
砂
族
や
高
山
族
と
も
呼
称
さ
れ
て
き
た
先
住

民
族
の
、
焼
畑
農
業
と
狩
猟
と
に
よ
っ
て
自
然
と
共

棲
し
て
き
た
プ
ラ
イ
ド
を
ス
ク
リ
ー
ン
に
躍
動
さ
せ

る
。日

清
戦
争
で
敗
れ
た
清
国
が
日
本
に
割
譲
し
た

１
８
９
５
年
以
降
、
台
湾
で
は
、
日
本
に
よ
る
苛
烈

な
植
民
地
化
が
す
す
む
。
先
住
の
人
び
と
が
、
伐
採

し
た
木
材
を
山
林
か
ら
平
地
に
ま
で
運
ば
さ
れ
る
場

面
が
あ
る
。
一
般
の
下
層
労
働
者
の
十
分
の
一
と
い

う
低
賃
金
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
生
活
の
場
で
あ
っ

た
森
林
の
破
壊
は
彼
ら
の
矜
持
を
切
り
さ
い
な
ん
で

い
く
。
統
治
さ
れ
た
35
年
間
の
不
満
が
、
民
族
融
和

の
象
徴
＝
運
動
会
へ
の
襲
撃
と
な
っ
て
霧
社
事
件
は

始
ま
る
。
終
盤
の
、
男
女
老
幼
の
区
別
の
な
い
集
団

自
決
の
シ
ー
ン
が
胸
を
打
つ
。

民
俗
学
者
に
転
身
す
る
ま
で
は
農
業
政
策
官
僚

だ
っ
た
柳
田
國
男
は
、
こ
の
台
湾
統
治
を
学
習
し
た

の
ち
に
日
韓
併
合
に
深
く
関
与
し
た
、
と
の
指
摘
が

あ
る
。「
土
地
は
未
来
の
子
孫
か
ら
預
か
っ
て
い
る
」

に
す
ぎ
ず
、
私
有
す
る
と
の
観
念
の
な
い
先
住
民
か

ら
、
土
地
を
収
奪
す
る
。
台
湾
で
の
そ
の
先
例
に
な

ら
い
、
つ
ぎ
に
韓
半
島
を
統
治
し
て
い
く
。
村
井
紀

は
、「
平
地
人
」
と
対
立
す
る
概
念
で
あ
る
「『
山
人
』

は
間
違
い
な
く
外
部
か
ら
、つ
ま
り『
台
湾
山
人
』（
高

砂
族
）
ま
た
『
朝
鮮
山
人
』（
火
田
民
）
か
ら
見
い
だ

さ
れ
」、
そ
の
「
山
人
」
を
日
本
の
先
住
民
と
し
て

幻
視
す
る
こ
と
で
外
部
を
隠
蔽
し
て
し
ま
う
。「『
民

俗
学
』
の
特
質
は
、
絶

え
ず
そ
の
よ
う
な
『
政

治
』
を
隠
し
て
い
る
と

こ
ろ
に
あ
る
」
と
指
摘

す
る
（『
新
版　

南
島
イ

デ
オ
ロ
ギ
ー
の
発
生
』
岩

波
現
代
文
庫
、
２
０
０
４

年
）。こう

し
た
台
湾
と
日
本
民
俗
学
を
連
続
さ
せ
る
、

言
い
替
え
れ
ば
文
学
と
政
治
と
の
重
層
を
読
む
視
点

を
、山
城
む
つ
み
の
批
評
集
『
連
続
す
る
問
題
』（
幻

戯
書
房
、
２
０
１
３
年
）
は
教
え
て
く
れ
る
。
そ
の
書

名
は
、
中
野
重
治
の
エ
ッ
セ
イ
「
連
続
す
る
問
題
」

に
ち
な
む
。
で
は
、
中
野
に
お
い
て
な
に
が
「
連
続

す
る
問
題
」
だ
っ
た
の
か
。
山
城
は
、
日
本
国
憲
法

が
、
だ
と
言
う
。

（
す
ず
き
・
ひ
と
し
／
ブ
ッ
ク
・
デ
ザ
イ
ナ
ー
。
題
字
デ
ザ

イ
ン
も
筆
者
）

連
載
エ
ッ
セ
イ
・
第　
回

鈴
木
一
誌

問
題
は
連
続
す
る
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